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3.結果 

 図-2,図-3,図-4,図-5,図-6に、それぞれ全リン,

シリカ,chl-a，全窒素,SSの分析結果の数値を示す。

北山ダムおよび嘉瀬川ダムの堪水区間である銀河

大橋、および嘉瀬川ダム直下ではクロロフィルの

数値が上昇しており、全リン，シリカは減少して

いる。シリカは各調査地点で年間を通して大きな

変動が見られないが、縦断方向には北山ダムおよ

び嘉瀬川ダム湖内で減少し、下流に行くにしたが

って支流の影響により値が上昇する傾向が見て取

れる。2015年、2017年の数値と比較しても大きな

差は見られなかった。クロロフィル，全窒素，SS

については 5月の調査では嘉瀬川ダム直下で大き

な値の上昇がみられるが、前日までの降雨の影響

で嘉瀬川ダムの放流よる影響をとらえた可能性が

ある。9 月の調査でも、全窒素,SS ともに北山ダ

ムおよび下流で数値が上昇しているが、こちらも

調査当日ダムの放流があったため、その影響をと

らえた可能性がある。 

 

5.考察 

本研究では、ダム上下流の支川も含めた地点で

サンプリングを行い、水質について季節および流

呈に沿った動態を把握した。栄養塩動態およびク

ロロフィル等のデータから、ダムの建設によるダ

ム湖内の水の滞留時間、受講面積の増大により河

川水中の栄養塩が一次生産により固定化されてい

ることが明らかとなった。ダム湛水区間から下流

にいくにつれて数値が徐々に変化しているのは、

支流からの流入によってダムの影響が緩和されて

いるものだと考えられる。本調査結果は嘉瀬川ダ

ムが栄養塩の物質輸送形態を変化させていること

を示唆しており、これらの影響が、高次の水生昆

虫や魚類等の生物にも及んでいる可能性がある。 
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図-2 全リン (本川のみ) 

 

図-3 シリカ (本川のみ) 

 
図-4 chl-a(本川のみ)  

 

図-5 全窒素 (本川のみ) 

 

図-6 SS (本川のみ) 
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